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07月17日 酪農18期A組同期会 

07月19日 獣医47期10周年同期会 

07月27日 新潟県支部総会 

08月01日 酪農14期B組同期会  

08月30日 兵庫県支部総会 

09月13日 東京都支部総会 

09月14日 獣医麻酔学ﾕﾆｯﾄ同門会  

09月18日 前学期学位記授与式 

09月18日 大学院後学期入学式  

09月21日 動物愛護ﾌｪｽﾃｲﾊﾞﾙin江別  

10月10日 獣医同窓会三愛賞授賞式  

10月11日 鹿児島県支部総会 

10月18日 札幌支部総会ﾐﾆｻﾛﾝ 

10月22日 獣医06期同期会 

10月25日 家畜栄養&同窓会in全共 

10月25日 獣医37期20周年同期会 

10月28日 獣医09期卒50周年同期会  

11月14日 短大Ⅱｺｰｽ14期同期会 

11月22/23  大学推薦入試日 
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２０２４年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，７７８名 

 大   学 計   ３４，９８７名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２２，２２３名 

 合 計 計   ６８，４７５名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １６０，２９５名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

 

 酪農学園ホームカミングデー2025は、酪農学園創立100周年に向けて“参加しやすい酪農

学園の行事”を目指し、白樺祭に来場された地域の方も参加いただける、白樺並木植樹イベ

ント・クイズ企画・キャンパスツアーなどを学生スタッフと教職員により実施しました。 

 また、記念講演には小説家 藤岡陽子氏をお招きし「酪農学園大学に出会えた奇跡」と題

してご講演いただきました。 

 卒業生・旧教職員をはじめ、地域にお住まいの多くの皆さまに参加いただき、酪農学園大

学の在学生をはじめ、附属とわの森三愛高等学校の生徒・教職員・卒業生が交流を深める貴

重な機会となりました。(公式HPより転載）  

 

ホームカミングデー開催報告 
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  令和7年度 釧路地区 酪農学園大学機農高校同窓会開催！！ 

 去る４月19日(土)に釧路市内にて、同窓生20名(二次会21

名)及び、母校からは石川校長、伊藤教諭、そして酪農学園同窓

会より野会長ご出席のもと釧路地区酪農学園機農高校同窓会が

開催されました。 

 同窓会は物故者を偲んで黙祷を捧げた後、讃美歌312 番の合

唱によりスタートとなりました。 

 釧路地区同窓会の瀧澤会長挨拶後、野学園同窓会会長、石川

校長より学園や母校の様子を伝えて頂き、昭和48年卒業の千葉

喜好氏の乾杯の音頭により楽しい宴が開始しました。 

 和やかな雰囲気になったところで参加者全員による1分間ス

ピーチが執り行われ、高校時代のエピソードや現在の状況など

の話が繰り広げられました。恒例の校歌斉唱、集合写真撮影に

続き、昭和55年卒業の大畑成市氏の一本締めで閉会となりまし

た。 

 今回初めてご出席いただいた野会長が着てこられたジャン

パーには、「機を知るは農の始めにして終わりなり」の文字が

書かれており、機農高校の原点を出席者全員で再認識すること

ができた同窓会となりました。 野会長、ご出席された皆さん、

ありがとうございました。（文責 折笠文則）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 このたび、令和7年7月6日午後４時から、コロナ禍により

しばらく開催を見合わせておりました獣医学科岡山県支部同窓

会を「サン・ピーチOKAYAMA」を会場に、久しぶりに開催

いたしました。 

 当日は、獣医学科同窓会事務局の川迫一史先生をはじめ、卒

業生19名が出席され、懐かしい再会の場となりました。 

 冒頭では、岡山県支部代議員である鳥越秀二さん（第5期

生）より、6月に開催された代議員会のご報告がありました。     

 その後、川迫先生より、大学および同窓会の近況についてお

話しいただきました。 

 引き続き行われた懇親会では、各参加者より近況報告があ

り、学生時代の思い出話に花が咲き、終始笑いの絶えない和や

かな雰囲気の中で、親睦を深めることができました。ご多忙の

中ご出席いただいた皆様に、心より御礼申し上げます。 

 今後もこのご縁を大切に、同窓の絆を一層深めてまいりたい

と存じます。 （文責 橋田 明彦） 

  

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss 

 

  

 年明け、一人のクラスメイトの提案で北は江別、南は九州の

全国にいる15人の仲間が7月17日に定山渓温泉に集まり、

1977年入学から48年の月日が感じられない楽しいひと時を

過ごしました。 

 同窓会をきっかけにバイクや車で道内旅行を楽しんだ人達

も。 

 18日は11人が大学見学会に参加し、懐かしい学食メニュー

を堪能。校舎はかなり新しくなっていましたが、昔のままの並

木道や風景、風の匂いにタイムスリップした感覚が一生ものの

思い出となっています。 

 今回、仕事で参加できなかった仲間たちを誘って数年後の再

会を誓いました。（文責 丸山香史）  

獣医学科岡山県支部同窓会報告 釧路地区酪農学園機農高校同窓会報告 

酪農学科18期同期会開催報告 
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 去る７月４日（金）午後６時から新札幌にある「新さっぽろ

アークシティホテル」を会場に、第二回創世寮OB交友会が開催

されました。今回は第一回目の発案者である畠山静男さんが残

念ながら昨年（令和６年）２月にご逝去され、第二回交友会は

追悼の黙祷で開始されました。 

 全国各地にいる創世寮OB１０８名にご案内し、２４名の方々

のご出席をいただきました。遠くは熊本県や大阪、愛知、石川

等、遠路ご参加いただきお礼申し上げます。お蔭さまで無事開

催することが出来ました。 

 会は世話人代表挨拶に続く、当時のスライド紹介や参加者全

員でのテーブル・スピーチで盛り上がりました。この交友会は

昭和４５年～４６年の入寮生有志が発起人となり、コロナ禍を

経て、２０２３年（令和５年）１０月に「第一回創世寮OB交友

会」を開催しています。 

 今回、始めて参加される方もおり、和気藹々の中、当時を振

り返りながら、最後は酪農讃歌を歌って終了しました。翌日は

学園で白樺祭（大学祭）やホームカミングデーが開催されてお

り、多数のOBに母校を訪れ、「同窓のつどい」や記念植樹、記

念礼拝・記念講演等を楽しんでいました。（幹事 岸本正人） 

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss 

  

 7月5日（土）18時から「ホテルモントレエーデルホフ札

幌」を会場に環境共生学類1期生卒後10周年を記念して，同窓

会を開催しました．呼びかけが遅く1期生19名・教員3名の参

加でしたが，それぞれ懐かしの面々で，当時の話や現状につい

ての話に花を開かせていました． 

少数だったこともあり，一人一言(自己紹介)の時間を多くと

れ，卒後それぞれやっていることが間接的に繋がっていること

が実感できました．途中ビンゴゲームを実施し，景品には酪農

グッズを用意し，昼間の白樺祭に参加できなかった卒業生にも

酪農の新たな魅力を知って貰えたと思います。 

（幹事 豊島尚章、中村昂一、弓田 慎）  

 

 

 第１１回酪小獣東北 総会および小動物臨床研究会が７月１

３日（日）に１１名で開催されました。 

 会場はこれまでも何度か使用している「松島大観荘」。いく

つもの小島と穏やかな海が眼前に広がるロケーション。壁一面

の窓から美しい景色が眺められます。天気にも恵まれ、さわや

かな風が通る良き日に開催することができました。 

 総会では、今回で会長を退任される江田新寿先生（17期）よ

り、「学生時代に故小谷忠生先生から『生涯勉強だぞ』と言わ

れ、それを胸にこれまで励んできた。会員の皆さんもより一層

研鑽を積んでいただきたい。」という話がありました。議長の

大江通先生（11期）の進行で滞りなく終了しました。 

 臨床研究会では、大学から大田寛教授をお招きし、「見直そ

う、消化器疾患へのアプローチ」と題して、画像診断の目のつ

けどころや慢性腸症の診断・治療についてご講演いただきまし

た。次期会長の安藤太先生（25期）の問いかけに始まり、大田

先生には我々の質問に丁寧にお答えいただき、終始和やかかつ

活気のある研究会となりました。酪小獣東北では、研究会の内

容の録画配信を行っております。動画撮影や編集を涌井和浩先

生（21期）が担当してくださっています。小形はるみ先生

（12期）から大田先生に記念品が贈られました。温泉に入り、

浴衣に着替えて懇親会。 

 木内充先生（24期）が乾杯の音頭をとられました。おいしい

海の幸をいただきながら、学生時代の思い出話に花が咲き、最

近の大学の様子を大田先生に伺いながら、アッという間に時間

が流れていきました。締めのあいさつは寺村太一先生（27期）

から。三本締めで一次会終了。 

 部屋に戻って二次会です。庄子賢先生（33期）がたくさんお

つまみを用意してくださり、おのおの持ち寄った地元自慢の日

本酒や好みのお酒の味比べ。残念ながらわたくし後藤千尋（39

期）は、途中退席のため、最後まで見届けることができなかっ

たのですが、後日あのお酒たちがすべて飲み干されたと伺いま

した。また散会は午前１時だったとのこと。さぞ盛り上がった

ことと思います。会の様子を千葉一洋先生（33期）が写真撮影

してくださっていました。こちらを掲載いたします。  

第二回創世寮OB交友会報告 酪小獣東北総会および小動物臨床研究会報告  

環境共生学類１期生10周年同期会報告 
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北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 
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 酪農学園大学 

ブランドマークとキャッチフレーズ 

酪農学園同窓会 

編集後記 今年の北海道は地球温暖化の影響からか例年

になく猛暑日が多い。避暑地としての北海道のイメージと

はほど遠く猛暑、酷暑の言葉が似あう。 

 ７月５日（土）ホームカミングデーが開催された。 

 今年から大学校友会の周年同期会に代わるものとして開

催された「同窓のつどい」には１００名を超える同窓生や

学園関係者に参加いただいた。軽食やビンゴゲームを楽し

んでいただき、酪農アイスや健土健民牛乳を味わっていた

だいた。今後も継続開催の予定ですのでご参加下さい。 

 同窓会通信も１００号となりました。コロナ禍で一時同

窓会活動も下火になりましたが、少しづつ増えてきていま

す。今後ともよろしくお願い申し上げます。   

    

 

・チャリティTシャツ募金協力のお願い 

酪農学園100周年記念寄付事業  

 

 全国的な猛暑が続く昨今新潟県支部総会を７月２７日（日）

午後３時半より開催、事務提案の議案（役員改選を含む）を滞

りなく審議可決し午後３時５５分に無事閉会いたしました。 

 この度は来賓に伊藤眞美副学長、福山二仁関東地区会長、福

田 豊次期東京支部長、また講師には中出哲也同窓会副会長の

ご臨席を賜わりました。 

 講演は学園の創世から学生数の減少が止まない現状の説明と

今後の取り組みについてのお話でありました。出席者一同は特

に学生の定員割れを数字で認識して危機感を持ったようでし

た。 

 会員の出席者は前年に比べて半減いたしましたが今年初めて

出席の会員もおり事務局も来年に望を繋げた次第です。講演終

了すぐに全員の記念撮影を行い、その後懇親会となりました。    

 懇親会は例年と同じく一年ぶりで顔を合わせ、お酒を酌み交

わしつつ旧交を暖め２時間をもって、今年もお開きとなりまし

関東甲信越地区新潟県支部総会報告 


